







































































































報告者は中島氏と大学院を共に過ごし、院生による AI研究グループ AIUEOを創設した 5名のうち
の一人である。中島氏が大学院生時代からもつ「周囲を巻き込んで共に研究する」態度や研究への真摯
な（かつユーモアを忘れない）姿勢が 40年を経ても変わらないことに安心を覚えたと同時に懐かしさ
も感じた。研究は技術の開発や知識の蓄積だけが目的ではない。その研究の方向性を考え、その研究が
いかに人類に貢献するかを評価し、その研究と哲学を引き継ぐ人材を育てることまでもが研究である。
そのようなメッセージがこの講演から（改めて）受け取られた。
（文責：白井英俊　工学部電気電子工学科 教授）
